
2023 August 8月号

Information System Department
情報システム部

コアインボイスによる中小企業のデジタル化
三分一技術士事務所所長
ISO／TC295Audit data services ／SG1Convener 三分一 信之

JP PINTは万能薬か
電子請求書の普及により、会計データの標準化や情報共有が

進み、税理士や企業の業務効率化が期待されています。これに
より、データの一元管理やミスの削減、情報の検索や分析が容
易になり、経営の効率化とコスト削減が可能となります。
令和2年12月、内閣官房IT総合戦略室は、電子インボイス
の仕様を標準化するために、国際的な電子商取引ネットワーク
の標準の一つであるPeppolを採用することを発表しました。令
和4年10月には、日本版のPeppol（JP PINT）の第一版が公開
され、その運用はデジタル庁によって監督されています。JP
PINTのサービスプロバイダは、OpenPeppolの電子請求書しか
受け付けていないため対象範囲が限定されています（図1）。
OpenPeppolの管轄はＣ2－Ｃ3ですから、事業者とアクセ

スポイントの接続はプロバイダ次第です。例えば、Ｃ2のプロ
バイダが中小企業共通EDIとの接続を提供することで、事業者
Ｚ（Ｃ1）が中小企業共通EDIの利用企業であっても変換され
た電子請求書を事業者Ｙ（Ｃ4）に送ることが可能となります
（図2）。これは、JP PINTをサポートする会計ソフトがプロ
バイダ経由でOpenPeppolと接続するときと同じ形態です。

ここで重要な役割を果たすのが「構文バインディング」です。
欧州の統一市場を目指すCEF（Connecting Europe Facility）
におけるeInvoiceでは、異なるシステムや国で使用されるさま
ざまな電子請求書の形式を統合するために構文バインディング
を提供しています。これにより、企業や公共機関は異なる形式
の電子請求書を共通のデータ項目でやり取りすることができ、
データの相互運用性が向上します。
各種の電子請求書を相互連携させるには、電子データ交換

（EDI）も含む全ての電子請求書を対象とする「日本版コアイ
ンボイスモデル」ⅰが必要です。その標準データ項目定義にも
とづいて、異なる構文を相互変換する「コアインボイスゲート
ウェイ」を使用することで相互接続することが可能になりま
す。これについては、現在試行中です。
日本版コアインボイスゲートウェイは、中小企業が電子請求

書を利用するためにも便利なツールです。
具体的には、中小企業共通EDIとJP PINTという異なるデー

タ形式間のデータ変換を行う
ゲートウェイを利用すること
で、中小企業共通EDI参加企
業もPeppolという世界的な電
子請求書ネットワークのアク
セスポイントに接続できます
（図3）。

貨物船コンテナの積み替え作業に例えると
貨物船の輸送におけるコンテナの積み替え作業を例えに取り
上げながら、コアインボイスというシステムについて説明しま
す。
コアインボイスは、中小企業共通EDIやJP PINTなどの異な
るデータ形式で表現された請求書を、共通の形式で統一的に扱
うためのシステムです。港でコンテナを積み替える際に、ピッ
キングリストに従って請求金額、商品名、数量、金額、税率な
どを取り出し、指定された船倉に異なったまとめ方で格納しま
す。
この作業は、自動運転されるクレーンによって行われ、コア
インボイスの標準データ項目定義やピッキングシート、格納指
示リストなどに基づいて指示されます。これらの指示は、タク
ソノミで定義された辞書によって表現されます。
このように、コアインボイスは異なるデータ形式を統一的に
扱い、効率的な請求書の処理を可能にするシステムです。日本
版コアインボイスゲートウェイは、このシステムを実現するた
めの機能を提供するものです。まるで自動運転されるクレーン
を使ったコンテナ積み替えのように、異なる形式の請求書を一
つの共通形式に変換し、それを統一的に管理する役割を果たし
ます。

構文バインディング
構文バインディングは、異なる形式のデータを統一された形
式に変換するためのルールや手順のことです。これにより、電
子請求書の情報を容易に取得・設定できます。
例えば、ある情報を表すために異なる会社がそれぞれ違う形
式を用いていたとします。一方は「商品名－数量－価格」の順
で、もう一方は「数量－商品名－価格」の順で情報を表現して
いるとします。このような場合、同じ情報でも表現の仕方が異
なるため、それぞれ異なる読み取り方をしなければならず、そ
の都度読み方を変える（プログラムを改修する）のは非効率的
です。
そこで、構文バインディングを導入して「商品名－数量－価
格」の形式に統一するといった具体的なルールや手順を設ける
のです。これにより、どの会社からの情報であっても同じ読み
取り方ができ、効率的に情報を取り扱うことが可能になりま
す。

仕訳情報検索専用ブラウザ
日本版コアインボイスゲートウェイでは、社内システムとの
連携を容易にするために複数のインタフェースを組み合わせる
こともできます。一例として、構文バインディングを利用した
「仕訳情報検索専用ブラウザ」を紹介します。
検索専用ブラウザは、会計ソフトからデータを取り出し、よ
り確認しやすい形に変換するサービスとして試作し、公開して
いますⅱ。
一般的な会計ソフトは、CSV形式でデータを出力できる機能
を持っていますが、このブラウザはそれをさらに便利な形に進
化させる役割を果たします。
検索専用ブラウザは、まず、会計ソフトから出力されたCSV
ファイルをISO／TC 295ⅲ監査データサービスで改訂作業中の
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標準形式CSVに変換します。この標準形式CSVから、「仕訳日
記帳」「総勘定元帳」「残高試算表」を自動的に生成して表示し
ます。
さらに便利な点は、会計ソフトや利用者ごとに特有な情報も

階層型Tidy data形式を利用することで、この標準形式CSVに
登録できるということです。例えば、会計ソフトから出力した
CSVには、固有の管理項目として「税情報」や「資産区分」、「原
価部門」、「取引金融機関」、「仕入先」、「得意先」などがあるか
もしれません。これらの項目は固有のCSV欄に記載されて出力
されますので、その欄を取り出す個別のプログラムがないと確
認できません。検索専用ブラウザは、構文バインディング定義
表に基づいて独自項目も標準形式CSVに変換するので、プログ
ラムを変更することなく統一的な画面で確認することができま
す。
検索専用ブラウザは、会計ソフトのデータをそのベンダーや

バージョンによる違いにかかわらず、より使いやすい標準形式
CSVに変換し一元的に確認できるサービスです。例えば10年以
上前の現在提供されていないソフトが出力したCSVでもそのデ
ータ定義仕様があれば、構文バインディングを定義すること
で、標準形式CSVに変換可能です。これにより会計データのア
クセス性と利便性が大幅に向上します。

電子請求書を契機とする会計のデジタル化
電子請求書を契機とする会計のデジタル化が重要です。
中小企業にとって、コアインボイスゲートウェイと構文バイ

ンディングは重要なツールです。コアインボイスゲートウェイ
は、異なる形式の請求書を統一的に処理し、請求書処理の高度
化を促進します。構文バインディングは、自動的にデータを抽
出し、正確な情報を含む標準形式の請求書として処理すること
で、業務の効率化を図ります。
会計データの標準化（標準形式CSV）により、中小企業は取

引先とのビジネス関係も改善できます。共通のインタフェース
を使用することで、データのやり取りがスムーズに行われ、取

引先とのコミュニケーションが円滑になります。また、会計デ
ータの標準化により、会計処理の効率化や精度向上が期待でき
ます。
標準形式CSVファイルの構造や意味はタクソノミで定義され
ており、タクソノミの維持変更管理と連動させることで、シス
テムの維持管理を自動化することも可能です。
会計データの標準化や共通インタフェースの導入に関するア
ドバイスや支援を通じて、企業の経営に貢献することができま
すので会計データの標準化（標準形式CSV）を検討されてはい
かがでしょうか。

ⅰ 日本版コアインボイスは、欧州規格のコアインボイスに触
発されて命名しました。欧州規格のコアインボイスは、欧
州で使用されている電子請求書の標準形式です。試行版
は、三分一技術士事務所（https://www.sambuichi.jp）が
次のURLから公開しています。
https://www.wuwei.space/core-japan/

ⅱ 試行版は、次のURLから公開しています。
https://www.wuwei.space/core-japan/journal_entry/

ⅲ ISO/TC 295 Audit data services
https://www.iso.org/committee/5648297.html
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